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1 ．は じめ に

　 2011 年 3 月 11 日 14 時 46 分 頃、東 北地 方 か ら関東 地

方 の 太 平洋沖 を中心 に マ グ ニ チ ュー
ド 9．0 の 地震 が発 生

し た。こ の 地 震 に よ り東 日本 で 強 い 揺 れ を 観 測 し，宮城

県 や岩 手 県、福 島 県 の 太 平 洋 沿岸 部 を激 しい 津 波 が襲 っ

た。筆者等 も 2011年 4 月 8 日 か ら 10 日 に か け て 岩手 県

と宮城 県 の
一

部 の 沿岸 部 を視 察調 査 し た が、地 震 動 に よ

る 被 害 は 屋 根 瓦 が破 損 して い る 住 宅 が わず か に 見 られ る

だ けで 、
全 壊 し た

建 物 と死

亡 者数 の

圧 倒 的 多

数は 津波

に よ る も

の と考え

られ た 。

対 策 を考

域 情 報 を

収集 ・分
析 す る こ

とは 極 め

て 重 要 と

な る。本

研 究 で は

　　　　　 図 1 上地 利用 区分図 と七 ヶ 浜 町 の 位置

ESRI 社 の ArcGIS に よ る空 間 分析 機 能 を活 用 し て 、東 日

木 大 震 災 に お け る 宮 城県の 建物被害を、津波が外力 と し

て 建 物 に 働 く時の エ ネル ギ ー（津波外 力）と建 物 の 建 築 年

代 ・構 造 種 の 関係 に 着 目 し て 整 理
・分析 を試 み た。今 回

は 宮 城県七 ヶ浜 町 を対象に 被害情報の 整 理
・
分析 を行な

っ た 。
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図 ll　七 が 浜 町 の 標 高 と遡 上 高 の 関 係
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2 ．分析対 象 地域

七 ヶ 浜 町 は 南 は 太 平洋 に 面 し、北 と東 は 松 島湾 と三 方 を

海に 囲 まれ、松 島湾 の 南西 に突き 出 した 半島 状 の 形 態 を

な し て い る （図 1 ）。町 の 中央 部が な だ ら か な 丘 陵地 帯

となっ て お り、海岸部 に 向 けて 放射状 に傾斜 し、起 伏 の

変化 に富 ん だ 地形 とな っ て い る。今 回 の 地 震 に よ る 津 波

の 遡 上 高と標高の 関係 を図 H に示 す。津波の 浸水 ライ ン

は 国 土地 理 院 が 公 表 して い たデータを 基 に し て い る。概

ね海 抜 4〜5m の 範囲ま で 遡 上 して い る こ と が 伺え る。高

い 所 で は 15m 程 の 標 高 ま で 遡 上 した と推 測 で き る 。 半数

以 上 の 住 宅 が標 高 8m 以 上 の 丘 陵地 に 位置 し被 災 を 免れ

た 建物が 多か っ た が 、太 平洋 側 に 面 す る南側 の 地 域 は津

波 に よる 建 物被 害 が 集 中 し た。

3 ．研 究 方 法

　ESRI社の 発行 して い る
一

般家枠 ポ リ ゴ ン SHP フ ァ イ

ル に 宮城 県 内の 建 物 DB 内 の 建 築 年 代 、構 造種 を 空 間結

合 した もの を建 物 データ と して 作成 した。俵 1）。

表 1　建物データの サ ン プル 数

建物SHP（棟） 浸 水建物SHP

9858 1685

建物 DB 浸 水建 物 DB

4249 820

木造3795 　 非 木 造454 木造 741　　 非木造 79

　 　 ま た 、東 北 大 学 大 学 院 工 学研 究 科 災 害 制御 研 究 セ ン

　 ターか ら今 回 の 地 震 の 津 波 結 果 を用 い た。津波 外 力は 再
’
　現 計算結果 の V （m ！s）か ら （式 1）に よ り算出 す る。ρ （海 水

　 の 密 度）に つ い て は 理 科 年表 か ら 1．03（103k9〆m3 ）の 値を用

　
しぐ

气
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歪
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　建物 の 被害程度 の 判 定 を 行 な うに あ た り国 土 地 理 院 の

公 開 して い る被災 地周 辺 の 空 中写真 を参 考 に 目視 で 被 災

建 物 の カ ウン トを行 な っ た。そ の 際、津 波 の 再 現 計 算結

果 と国 土 地 理 院 が 公 表す る浸 水 エ リア に は 誤差 が あ るた

め （図 皿 〉、再現 計 算 結 果の 浸水 エ リア を基 に 、浸水 し た

建 物 デー
タ を抽出 し ArcMap 上 で 建 物 の カ ウン ト を 行な

う。判 定方 法 は 1）流 失 ま た は 全 壊 2）大 規 模 半壊 ま た は

半壊 3）
一

部損 壊 ま たは 被 害 な しの 3 パ タ
ー

ン に 分 類 し

た （表 H ）。

津波ラ

表 H　 判定方 法

ん》11／11
高 i
’
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鰐 饌 断

！Llvaltlil＊tl
　被 災 し た建 物 デー

タ の 年代別 の 統 計 と、浸 水 した 建 物

に対 す る津波外 力 の 統 計 を示す （図 皿、IV）。建 築 年代 の

統計 に っ い て は、建物 DB で 1962年 以 前 の も の に 関 し

て は ！962年 と して 統計を取 っ て い るた め、それ 以 前 に

建 て られ た も の も含 まれ る。そ の た め、サ ン プル 数 が翌

年以 降の も と比 べ 大幅 に 増加 して い る。
　津波 外 力 に 関 し て は 20000 （N ！m2 ）近 くに な る データ も

あ っ たが、ほ とん どが 6000〔N！m2 ）以 内 にお さま る結 果 と

な っ た。

　ま た、空 中写 真に よる被害 判 定 につ い て は、1）流 失 ま

た は 全 壊 が 420 棟、2）大 規模 半 壊 ま た は 半壊が 23棟 3）
一
部損壊ま た は被害な しは 377 棟 とい う結果 に な っ た。
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　　 図IV 建 築年代 ご との 被災建 物

　 口

　　 D，5　　　　13195 ．4　　 2639D ．4　　　39SS5 ．4　　　（N／m2 ）

　 　 　 　 6597．9　　　　19192 ．9　　　　329 日マ．9　　　　461B2 ．9

　 　 　 　 　 　 　 図 V 　 津 波外 力

5 ．お　 りに

　今 後 は 作 成 し た デ
ー

タ を基 に被害 率 と津 波 外 力 の 関 係

を被 害率 曲線 と し て 作 成 す る。また、他 の 宮城 県市 町 村

で も被害デ
ー

タ の 分析 を行なう。ま た 、今後 の 防災 ・減
災対 策 を考 え る うえ で 、震 災 の 広 域 情 報 を収 集 ・分 析 す

る こ とは 重 要 で あ り、そ の た め に データ作成後、他の 地

域 へ の 適 用 に つ い て 精 査 し、津 波被 害 想 定 手法 の 見直 し

検討 を行 な っ て い く予定 で あ る。

参 考文献 ： 1）国上 地理 院 HP ，東 口本 人 震 災 前後 被 災地 周

辺 の 空 中写 真 2）文部省国 立天 文 台編理 科年表第 74 冊平

成 13 年 2001 、出 版 ： 丸 善 株 式 会 社 ，3）図
’
解

ArcGISPart2GIS 実 践 に向 け て の ス テ ッ プ ア ッ プ 、著 ： 川

崎 昭 如
・
吉 田 聡、出版 ：古 今書院

図 皿 　 浸水 エ リア の 誤 差
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